
東アジア4カ国（日本、中国、韓国、ベトナム）の保険共同研究における拠点形成の推進

目的：①保険研究の国ごとの独立性が崩れる中で、同分野の日本の学術競争力の優位性を生かし、アジアにおける保険・リスク研究を主導すること。

そして、その研究成果が日本に集積する仕組みを作り、アジア枢要の保険・リスクマネジメントの研究拠点となる。

②４大学で共有した課題感をそのまま共通テーマとして本格的な共同研究を実施、水準の高い国際比較研究を実現。

③共同研究の成果を、国公立大学で唯一の「リスク専攻」博士後期課程を有する大学院の教育に還元し、国際感覚に優れた学生を育成。

国際共同研究における拠点形成の推進

①滋賀大学リスク研究センターにアジア保険研究を集積（注2）
②国際比較分析に必須のアジア保険データベースの整備

(⇒日本最大の生命保険専門図書館との連携）

③相互の学会報告と国際ジャーナル、査読学会誌への共同投稿

（⇒日本、韓国、中国の各保険学会との交流 ）

中国：東北財経大学

①共同研究の運営

②人材交流（教員、博士後期生）

③大連金融センターとの連携

④本の寄贈（注1）

ベトナム：ハノイ国民

経済大学
①共同研究の運営

②人材交流（教員、留学生）

③本の寄贈（注1）

韓国：啓明大学

①共同研究の運営

②人材交流（教員、博士後期生）

③産業経営研究所を通じた韓国

産業界、韓国保険学会と連携

ワークショップなどを開催し、国公立大学で唯

一「リスク専攻」博士後期課程を有する大学院

の教育に共同研究成果を還元

（注1）退職した日本の保険研究者の蔵書や図書館の保

険関係重複図書の収集と寄贈（目標は3000冊）。

教育連携

教育連携

教育連携
期待される効果

①従来手つかずであった中国、韓国、ベトナムの保険

データを共有化し、最新の分析手法を駆使することによ

り、新しい学術的発見を得る。

②共同研究成果を通じ、同地域に進出を企図する金融機

関、企業に経営上の示唆を与える。

③共同研究成果、教員ネットワークを大学院教育に生か

すことにより、国際感覚に優れた学生を育成する。


